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美しい自然に抱かれ、昔と今が共生するまち　「葛城」

家庭でできる、簡単節電
　エアコン・照明・冷蔵庫…少しの工夫で節電できます！

我が家の健康診断「耐震診断」
　大切な命を守るために耐震診断を受けませんか？

表紙　節電ポスター（書／クリエイティブ書家・岩科蓮花さん）

2011

7
Vol.82

こ
の
夏
を
節
電
の
夏
に
し
ま
せ
ん
か
？
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　5 月 27 日、葛城市と関西大学は、関西大学
千里山キャンパス（大阪府吹田市）でひきこも
り対策など子ども若者育成支援を中心とする連
携協定を締結しました。
　葛城市では、平成 22 年 4 月施行の子ども・
若者育成支援推進法」に基づいて全国初のモデ
ル地区として昨年 10 月に「子ども・若者支援
地域協議会」が設置されました。
　この協議会の設立にあたり、葛城市のひきこ
もり対策に長年にわたり携わっていた関西大学
臨床心理専門職大学院の石田陽彦（臨床心理士）
教授の協力、支援などがあり今回の連携協定を
結ぶことになりました。
　連結協定内容は、子ども・若者支援事業を中
心に特色ある地域づくり、教育文化の振興、福

葛城市×関西大学　連携協定を締結
子ども・若者育成支援を中心に多方面で連携

祉増進、地域産業の振興、学術研究等多岐にわ
たり葛城市と関西大学双方の知的、人的資源を
いかし地域活性化に相互で協力し活力ある地域
づくりと活性化に寄与する内容となっています。
　今後は、「子ども・若者支援地域ネットワー
ク形成のための研修会」、「臨床心理専門職大学
院学生の臨床実習と専門ボランティア活動」な
どの連携事業を行う予定です。
　調印式終了後、山下市長が関西大学社会学部
の学生に対して、ひきこもり対策事業を含めた
地域活性化施策について約 1 時間レクチャー
を行いました。
　地方自治体の長のレクチャーを受ける機会が
初めての学生がほとんどで、熱心に市長の話を
聞き入っていました。　　

特集
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ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス 　川崎恵美さん（北花内）が乳がんの闘病体験

をつづったブログに共感の輪が広がっています。
　ブログには、病気への恐怖、悲しみ、希望、
喜びなどが書かれ、同じ悩みをもつがん患者ら
の間で注目が集まるようになりました。このこ
とを知った中学時代の同級生で作る 42 年会の
メンバーが、市民駅伝大会で乳がん検診の啓発
に使うピンクリボンを付けて走るなど思わぬ波
及効果を生み出すことに。
　川崎さんは、「勇気をくれた人に感謝してい
ます。今年は 42 年会のメンバーとして駅伝大
会に参加したい」と話していました。
　川崎さんのブログは【http://blogs.yahoo.
co.jp/wanwanwanko0619】です。

「乳がん日記 by のんまま」
病体験ブログに共感の輪闘

　4 月 29 日に開催された奈良県小学生バレー
ボール新人大会において、葛城市スポーツ少年
団「葛城ジュニア」が優勝し、今年で四連覇と
いう偉業を成し遂げました。
　また、5 月 4・5 日に開催された第 17 回西
日本選抜小学生バレーボール交歓会においても、
県内外の並み居る強豪をしりぞけ、優勝を勝ち
取りました。皆さんの今後更なるご活躍を期待
しています。

奈良県小学生バレーボール新人大会
良県新人大会4連覇！　4 月 29日奈

　本校では、平成 21 年度から「一校一運動」
として、業間や昼休みの時間を利用して、全校
で縄跳び運動に取り組んでいます。その成果が
認められ、今年１月、奈良県教育委員会（以下、
県教委）より、「元気な大和っ子を育む学校表彰」
を受けました。
　今年度は「体力向上推進コーディネーター派
遣校」（県下 10 校）にも選ばれ、年度初めの
体力テスト実施にあたり、白鳳中学校や県教委
コーディネーターのご指導・ご協力を得ること
ができました。
　体力テスト当日、「さあ、やるぞ！」と、ど
の児童も例年にも増して意欲を燃やし、記録挑
戦に目を輝かせていました。

葛城っ子スペシャル・ショット
「目指せ、体力アップ！

元気はつらつ、磐城っ子！」
葛城市立磐城小学校
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国
民
健
康
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

保 険★
高
齢
受
給
者
証
は
、
７
月
下
旬
に
対
象

　
の
方
へ
送
付
し
ま
す

　
現
在
お
使
い
の
高
齢
受
給
者
証
の
有
効

期
限
は
、
平
成
23
年
７
月
31
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
受
給
者
証
の
負
担
割
合
は
前
年
の

所
得
等
に
よ
り
判
定
す
る
た
め
、
毎
年
８

月
に
更
新
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
を
７
月
下
旬
に
対
象

の
方
へ
、
普
通
郵
便
に
て
送
付
し
ま
す
。

　
８
月
以
降
に
医
療
機
関
で
受
診
す
る
と

き
は
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
提
示
し
、

有
効
期
限
が
経
過
し
た
高
齢
受
給
者
証
は

ご
自
身
で
破
棄
さ
れ
る
か
、
保
険
課
に
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
（
以
下
、

高
齢
受
給
者
証
）
の
更
新

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
お

よ
び
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
の
更
新

※
限
度
額
適
用
認
定
証
お
よ
び
限
度
額
適

　
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
以
下
、

　
認
定
証
）
と
は

　
医
療
機
関
に
認
定
証
を
提
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
入
院
し
た
と
き
の
窓
口
で
の
支

払
額
（
保
険
適
用
分
）
が
高
額
療
養
費
の

　○国民健康保険税（普通徴収）の納付月は 7月から翌年 2月までの 8回です。納期限は次のとおりです。
税目 第 1 期 第 2 期 第 3 期 第 4 期 第 5 期 第 6 期 第 7 期 第 8 期

国民健康保険税
（普通徴収） 8/1 8/31 9/30 10/31 11/30 12/26 （平成 24 年）

1/31
（平成 24 年）

2/29
　　　口座振替納税をご利用の方は上記納期限に指定の口座から振替します。

７月は平成23年度国民健康保険税の納付月です！
納税通知書は７月中旬頃に送付します

（納税通知書が７月 20日頃を過ぎてもお手元に届かない場合は、保険課までご連絡ください）

　国民健康保険税課税限度額の見直し

　このたび、国において中間所得層の負担が過
度にならないよう課税限度額が引き上げられま
したので、本市の国民健康保険税につきまして
も、国の基準に合わせる条例改正をいたしまし
た。皆さまのご理解をお願い申し上げます。
　なお、保険税の算定に係る税率等の変更はご
ざいません。

（医療分）課税限度額 50 万円 → 51 万円
（後期支援分）課税限度額 13 万円 → 14 万円
（介護分）課税限度額 10 万円 → 12 万円

　保険税の特別徴収

　世帯内の国民健康保険被保険者全員が 65 歳
から 74 歳であり、さらに次のすべての事項に
あてはまる世帯の国民健康保険税は、原則とし

て世帯主の年金から徴収することになります。
○世帯主自身が国民健康保険の被保険者である
○介護保険料の特別徴収対象者である
○特別徴収の対象となる年金の年額が 18 万円以
　上であり、国民健康保険税と介護保険料の合
　計額がその年金受給額の 2 分の 1 以下である

　特別徴収から口座振替への変更

　国民健康保険税の未納がない方は、申出によ
り特別徴収から口座振替による納付方法へ変更
することができます。（お支払いいただく保険
税の総額は変わりません。）
　新規に口座振替を申し込まれる場合は、先に
金融機関へ申込後、口座振替依頼書（本人控）、
納税通知書および認め印をお持ちになり保険課
窓口で申請手続をしてください。

▼詳しくは、保険課まで

　市県民税の申告について

　平成 22 年中の所得申告はお済みでしょう
か？
　たとえ、平成 22 年中に所得がなかった方で
も各種所得証明書の発行や、国民健康保険税等
の算定に必要ですので、必ず市県民税の申告を
してください。

　安全で便利な口座振替をご利用ください！

　口座振替をご利用になると、納付のために金
融機関などへお出かけいただくことや納期限を
忘れてしまう心配もなくなります。
　申込先は、市指定の金融機関です。申込は納
期限の１か月前までにお願いします。

▼詳しくは、収納促進課まで

平成 23年度国民健康保険税のお知らせ

保 険
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市
政
ニ
ュ
ー
ス

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
入
院
時

の
食
事
代
に
つ
い
て
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

★
認
定
証
の
交
付
に
は
申
請
が
必
要
で
す

　
現
在
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
認
定
証

の
有
効
期
限
は
、
平
成
23
年
7
月
31
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
認
定
証
が
必
要
な
方
や
新
規

で
交
付
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
8
月
以
降

に
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
と
現
在
お

持
ち
の
認
定
証
、
認
め
印
を
お
持
ち
に
な

り
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
交
付
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
の
切
り
替
え
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す

（
自
動
的
に
は
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん
）

◎
就
職
や
扶
養
認
定
に
よ
り
社
会
保
険
な

　
ど
に
加
入
し
た
と
き

　
今
ま
で
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
と
、
新
し
い
保
険
か
ら
交
付
さ
れ

た
保
険
証
、
認
め
印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◎
退
職
や
扶
養
喪
失
に
よ
り
社
会
保
険
な

　
ど
を
離
脱
し
た
と
き

　

離
職
票
や
社
会
保
険
資
格
喪
失
証
明
書

な
ど
、
退
職
日
や
資
格
喪
失
日
の
記
載
が

あ
る
書
類
と
、認
め
印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
保
険
課
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

保 険後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
（
以
下
、

保
険
証
）

　
保
険
証
は
、
毎
年
８
月
１
日
に
更
新
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
在
お
持
ち
の

保
険
証
の
有
効
期
限
は
平
成
23
年
７
月
31

日
で
す
。
平
成
23
年
８
月
１
日
か
ら
お
使

い
い
た
だ
く
保
険
証
は
、
７
月
下
旬
に
簡

易
書
留
郵
便
に
て
送
付
し
ま
す
。
現
在
お

使
い
の
保
険
証
（
有
効
期
限
が
平
成
23
年

７
月
31
日
の
も
の
）
は
、
有
効
期
限
を
過

ぎ
た
後
、
ご
自
身
で
破
棄
さ
れ
る
か
、
保

険
課
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
８
月
１
日
で
年
度
切
替
と
な
る

た
め
、
新
年
度
の
所
得
や
世
帯
構
成
の
変

更
に
よ
り
、保
険
証
に
記
載
し
て
い
る「
一

部
負
担
金
の
割
合
」
が
変
わ
る
（
１
割
か

ら
３
割
へ
、
３
割
か
ら
１
割
へ
）
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
へ
受
診
さ

れ
る
場
合
は
、
必
ず
新
し
い
保
険
証
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証

★
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

　
証
（
以
下
、
認
定
証
）
と
は

　
入
院
時
の
食
事
代
や
医
療
費
を
軽
減
す

る
た
め
、
住
民
票
上
の
世
帯
員
全
て
が
住

民
税
非
課
税
で
あ
る
被
保
険
者
の
方
を
対

象
に
、
申
請
に
よ
り
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　
認
定
証
は
、
毎
年
８
月
１
日
に
更
新
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
一
度
申
請
を
さ
れ
ま

す
と
、
次
の
要
件
①
・
②
全
て
に
該
当
す

る
方
に
つ
い
て
は
新
し
い
認
定
証
を
7
月

下
旬
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
更
新
の
申
請

は
不
要
で
す
。

①
平
成
22
年
８
月
１
日
以
降
、
葛
城
市
で

　
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

②
平
成
23
年
８
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き

　
住
民
票
上
の
世
帯
員
全
て
が
住
民
税
非

　
課
税
で
あ
る

保
険
料1 人あたりの保険料

（限度額 50 万円）

＝

均等割額

＋

所得割額

4 万 800 円
基礎控除（33万円）
後の総所得金額等

×
7.7％

保
険
料
の
軽
減

★
均
等
割
の
軽
減

　

次
に
該
当
す
る
世
帯
の
被
保
険
者
は
、

均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

軽減
割合 世帯（被保険者および世帯主）の総所得金額等

9 割
33 万円を超えない世帯かつ被保険者全員が年
金収入 80 万円以下の世帯（その他各種所得
がない場合）

8.5割 33 万円を超えない世帯

5 割 【33 万円＋ 24.5 万円×世帯の被保険者数（被
保険者である世帯主は除く）】を超えない世帯

2 割 【33 万円＋ 35 万円×世帯の被保険者数】を
超えない世帯

★
所
得
割
の
軽
減

　
所
得
割
額
を
負
担
す
る
方
の
う
ち
、
基

礎
控
除
（
33
万
円
）
後
の
総
所
得
金
額
等

が
58
万
円
以
下
の
被
保
険
者
は
、
所
得
割

額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

★
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
へ
の
軽
減

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入
す
る
前

日
に
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

方
は
、
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ
れ
、
所

得
割
額
は
課
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
詳
し
く
は
、
保
険
課
ま
で
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
の
申
請
は
お
早
め
に
！

平
成
23
年
度
の
免
除
等
の
申
請
は
7
月
か
ら
受
付
が
始
ま
り
ま
す

年 金
　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
で
保
険
料
（
平
成
23
年
度
の
保
険
料
：

1
万
５
０
２
０
円
）
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
免
除（
猶
予
）さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
免
除
申
請
は
、
保
険
料
の
全
額

が
免
除
さ
れ
る
『
全
額
免
除
』、
保
険
料
の

一
部
を
納
め
、
残
り
の
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
『
一
部
納
付
』（
４
分
の
３
納
付
、
半

額
納
付
、
４
分
の
１
納
付
）
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
30
歳
未
満
の
方
に
は
『
納
付
猶

予
』（
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
）
が
、
学

生
の
方
に
は
『
学
生
納
付
特
例
制
度
』
が

あ
り
ま
す
。

★
前
年
度
に
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
が
承

　
認
さ
れ
、
継
続
申
請
の
申
出
を
さ
れ
て

　
い
る
方
は
、
引
き
続
き
全
額
免
除
・
納

　
付
猶
予
に
該
当
す
る
か
、
審
査
を
行
い

　
ま
す
の
で
申
請
は
不
要
で
す
。

★
前
年
以
前
か
ら
の
継
続
申
請
に
よ
り
、

　
今
年
度
の
審
査
で
却
下
と
な
っ
た
方
で
、

　

そ
の
他
の
免
除
区
分
（
一
部
納
付
等
）

　
で
承
認
を
受
け
た
い
場
合
や
失
業
等
に

　

よ
る
特
例
免
除
を
希
望
す
る
場
合
は
、

　
改
め
て
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
免
除・猶
予
申
請
（
継
続
申
請
も
含
む
）

　
に
は
、
前
年
所
得
の
審
査
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
所
得
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い

　
方
は
、
所
得
申
告
は
忘
れ
ず
に
行
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

国民年金保険料の免除・猶予を申請して承認されるとその期間は？
全額免除 1/4 納付 半額納付 3/4 納付 納付猶予 保険料未納

●年金を受ける資格
　期間には 算入されます 算入

されません
●保険料を納めた場
　合と比べた年金額 1/2 で計算 5/8 で計算 3/4 で計算 7/8 で計算 計算

されません
計算

されません
●障害・遺族基礎年
　金を受けるとき 保険料納付済み期間と同じ扱いです 受給できない

場合あり
●後から保険料を納
　付する場合（追納※） 10 年以内なら納めることができます 2 年以内

※追納する場合の保険料額は、免除等の承認を受けた期
　間の翌年度から起算して３年度目以降に追納すると、　
　承認を受けた期間の保険料額に経過期間に応じた加算
　額が上乗せされます。

※一部納付の承認については、一部納付保険料を納付し
　ていることが必要です。
※保険料を追納する場合は、納付書が必要となりますの
　で大和高田年金事務所にお申し込みください。

★
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け

　
ら
れ
た
方
が
、
翌
年
度
以
降
も
引
き
続

　
き
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
の
申
請
を
希

　
望
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
年
月
日
記
入

　
欄
の
上
の
『（
は
い・い
い
え
）』
の
“
は

　
い
”
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。
翌
年

　
度
か
ら
申
請
書
の
提
出
が
不
要
と
な
り

　
ま
す
。

★
た
だ
し
、
失
業
等
を
理
由
と
す
る
特
例

　
免
除
（
離
職
票
等
を
添
付
し
て
申
請
し

　
た
方
）
ま
た
は
震
災
等
に
よ
る
被
害
を

　
受
け
た
こ
と
を
理
由
と
し
た
全
額
免
除

　
・
納
付
猶
予
ま
た
は
一
部
納
付
の
場
合

　
は
、
毎
年
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

承
認
期
間

　
７
月
か
ら
翌
年
の
６
月
ま
で

審
査
結
果
（
承
認
・
却
下
）

　
後
日
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
請
先

　
市
民
窓
口
課
ま
た
は
大
和
高
田
年
金
事

　
務
所
ま
で
（
年
金
手
帳
、
印
鑑
等
を
持

　
参
し
て
く
だ
さ
い
）

地
デ
ジ
の
準
備
は

お
済
み
で
す
か
？

相 談
　
い
よ
い
よ
今
月
の
24
日
で
、
す
べ
て
の

地
上
・
BS
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す
。

地
デ
ジ
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

　
準
備
が
ま
だ
の
方
や
、
す
で
に
対
応
し

た
が
、「
お
や
？
」
と
感
じ
た
方
に
「
受

信
相
談
会
」
を
開
催
し
、皆
さ
ま
の
疑
問・

質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

開
催
日　
7
月
5
日
㈫
・
12
日
㈫

　
　
　
　
　
　
19
日
㈫
・
26
日
㈫

　
　
　
　
8
月
2
日
㈫
・
9
日
㈫

　
　
　
　
　
　
16
日
㈫
・
23
日
㈫

場
所
・
時
間

　
新
庄
庁
舎
1
階　
市
民
ホ
ー
ル

　
　
午
前
9
時
〜
正
午

　
當
麻
庁
舎
1
階　
ロ
ビ
ー

　
　
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
5
時

＊
参
加
は
無
料
で
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

主
催　
奈
良
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

＊
相
談
会
以
外
の
日
は
、
直
通
電
話
を
設

　
置
し
て
い
ま
す
。

　
【
☎
０
７
４
２
（
90
）
２
２
２
２
】

　
　
　
　
平
日　
午
前
9
時
～
午
後
9
時

土
・
日
・
祝
日　
午
前
9
時
～
午
後
6
時

＊
高
齢
者
（
特
に
独
居
）
の
方
へ
の
「
地

　
デ
ジ
移
行
」
の
お
声
掛
け
を
お
願
い
い

　
た
し
ま
す
。
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犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

第
61
回
“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
に
ご
協
力
を

北
葛
城
地
区
保
護
司
会
・
奈
良
保
護
観
察
所

福 祉
　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
法
務
省
が
主
唱
し
、
地
方
公
共
団
体
や
様
々
な
民
間
団
体
の
参

加
・
協
力
の
も
と
毎
年
７
月
を
強
調
月
間
と
し
、
全
国
的
な
運
動
を
展
開
さ
れ

て
お
り
本
年
で
第
61
回
を
迎
え
ま
す
。

　
今
年
は
、
本
運
動
の
行
動
目
標
を

①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う
地
域
社
会
で
支
え
よ
う

③
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域
社
会
で
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
協
力
し
よ
う

と
し
、
重
点
事
項
と
し
て
「
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
理
解

促
進
」「
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
就
労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤
づ
く
り
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
の
連
帯
を
強
め
、
地
域
の
犯
罪
や
非
行
を
抑
止

す
る
力
を
増
進
す
る
た
め
、
誰
も
が
幅
広
く
参
加
で
き
る
犯
罪
予
防
活
動
を
展

開
し
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
犯
罪
や
非
行
に
陥
っ
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り

を
支
え
る
こ
と
へ
の
理
解
と
協
力
を
訴
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
も
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
諸
活
動
が
よ
り
多
く
の
方
々
の
理

解
と
参
加
を
得
て
実
施
で
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
課

７・８
月
は
、

「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
強
調
月
間
」
で
す

子 育 て
　
次
代
を
担
う
青
少
年
が
、
豊
か
な
個
性
と
能
力
を
培
い
、
非
行
に
陥
る
こ
と

な
く
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
社
会
全
体
の
願
い
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
犯
罪
少
年
の
人
口
比
に
お
け
る
増
加
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
図
書
類
か
ら
有
害
な
情
報
が
氾
濫
す
る
な
ど
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
は
憂
慮
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
国
で
は
７
月
を
、奈
良
県
で
は
、児
童・生
徒
の
夏
休
み
に
あ
わ
せ
、毎
年
７・

８
月
を
「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
強
調
月
間
」
に
定
め
、
青
少
年
の
非
行

防
止
と
保
護
の
徹
底
や
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
啓
発
活
動
と
も
協
調

を
図
る
中
で
、
非
行
・
被
害
防
止
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
の
非
行
を
防
ぐ
に
は
、
非
行
を
早
く
発
見
し
て
適
切
な
措
置
を
と
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
非
行
に
走
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
、
み
ん
な
で
温
か
く
見
守
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

葛
城
市
教
育
委
員
会

葛
城
市
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

育
て
よ
う
　
地
域
の
子
、

目
を
か
け
、
声
か
け
、
心
か
け

▼
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毎
年
７
月
は
「
差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
」
で
す

人 権
　
奈
良
県
で
は
、
毎
年
７
月
を
「
差
別
を

な
く
す
強
調
月
間
」
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
な
く
す
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
権
問
題
の
解
決
に
は
日
常
的
な
た
ゆ

ま
な
い
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
葛
城
市
で
も
強

調
月
間
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
権

教
育
運
動
（
市
民
）・人
権
啓
発
（
行
政
）・

人
権
教
育
（
教
育
委
員
会
）
が
互
い
に
連

携
し
て
、
集
中
的
に
取
り
組
み
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

差
別
を
な
く
す
市
民
集
会

日
時　
７
月
９
日
㈯

　
　
　
開
会　
午
後
１
時
30
分

場
所　
新
庄
文
化
会
館

　
　
　
マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル

講
演　
「
つ
な
が
り
が
実
感
で
き
る
安
心

　
　
　
社
会
の
実
現
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ

　
　
　
ル
無
縁
社
会
よ
り
』」

講
師　
板
垣　
淑
子
さ
ん

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

　
「
強
調
月
間
」
の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
、
住
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
に
、
県
に
出
品
す
る
啓
発
ポ
ス
タ
ー

お
よ
び
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
次
の
と
お
り
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー

　
葛
城
市
内
小
学
校

　
　
低
学
年　
３
６
９
点

　
　
中
学
年　
３
３
３
点　
　

　
　
高
学
年　
４
１
３
点

　
葛
城
市
内
中
学
校

　
　
　
　
　
１
０
０
１
点

標
語

　
葛
城
市
内
小
学
校

　
　
中
学
年　
１
７
０
点

　
　
高
学
年　
２
２
１
点

　
葛
城
市
内
中
学
校

　
　
　
　
　
１
０
０
１
点

　
こ
こ
に
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
応
募
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。

　

次
に
、「
人
権
標
語
作
品
」
を
数
点
紹

介
し
ま
す
。

『
み
ん
な
の
ね

　
そ
の
手
そ
の
手
が
　
ま
ほ
う
の
手
』

『
悪
口
は
　
自
分
の
心
も
き
ず
つ
け
る
』

『
大
丈
夫
？
心
に
響
く
君
の
声
』

『「
あ
り
が
と
う
」

　
心
に
つ
な
が
る
そ
の
言
葉
』

『
思
い
や
る
気
持
ち
は
み
ん
な
の
宝
物
』

『
伝
え
合
う
言
葉
　
つ
な
が
り
あ
う
心
』

『
見
つ
け
よ
う
!!

　
一
人
一
人
の
い
い
と
こ
ろ
』

『
君
が
い
る

　
そ
の
う
れ
し
さ
に
　
ふ
と
笑
顔
』

　
こ
れ
ら
の
作
品
を
通
し
て
、
私
た
ち
は

子
ど
も
た
ち
が
学
校
で
学
ん
で
い
る
人
権

教
育
の
内
容
を
知
り
、
子
ど
も
た
ち
の
素

直
な
気
持
ち
を
大
切
に
育
て
る
責
任
が
あ

る
こ
と
を
心
に
刻
み
ま
し
ょ
う
。

▼
人
権
政
策
課
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平
成
23
年
度　
人
権
教
育
講
座

講 座

講座名 日時 場所 講師 テーマ 定員 参加費

1 講座
7 月 2 日㈯

午後 1 時 30 分〜
2 時間程度

當麻文化会館
葛城市人権教育
講師団講師
　中谷　壮一さん

今こそ「生き合う地域」
づくりを 制限なし 無料

2 講座
9 月 10 日㈯

午後 1 時 30 分〜
2 時間程度

當麻文化会館
元全国人権・同和教
育研究協議会委員長
　高松　秀憲さん

くらしに築こう人権文化 制限なし 無料

3 講座
（★注）

11 月 10 日㈭
午後 1 時 30 分〜
午後 4 時 30 分

奈良市
奈良市人権教育推
進協議会事務局長
　松永　享二さん

奈良市人権スポットを
巡る 25 人 無料

4 講座
1 月 21 日㈯

午後 1 時 30 分〜
2 時間程度

當麻文化会館
斑鳩町人権教育推
進協議会事務局長
　西田　孝寛さん

私の出会った子ども達 制限なし 無料

★第３講座（現地学習）について
　募集期間　10 月３日㈪〜 21 日㈮
　申込方法　葛城市教育委員会事務局　生涯学習課　【☎（48）2811】で受付します。
　　なお、定員（25 名）に達し次第、締め切らせていただきますのでご了承ください。

　人権とは何かを確認し合い、部落問題をはじめ、あらゆる人権問題の解決
を目指し、地域社会における人権意識の高揚を図り、「差別のない明るいま
ちづくり」をすすめるために教育委員会が実施する講座です。市民の皆様多
数のご参加をお願いします。

▼生涯学習課

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
24
年
度
市
立
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
お
よ
び

県
立
特
別
支
援
学
校
へ
の
入
園
・
入
学
に
伴
う
教
育
相
談
の
実
施

教 育
　
葛
城
市
教
育
委
員
会
で
は
、
適
切
な
就

園
・
就
学
を
進
め
る
た
め
、
次
の
と
お
り

教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
是
非
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
平
成
24
年
４
月
に
市
立
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
お
よ
び
県
立
特
別
支
援
学
校
小
学

部
へ
入
園
・
入
学
予
定
で
、
現
在
市
内
の

私
立
保
育
園
お
よ
び
市
外
の
幼
稚
園
・
保

育
園
（
所
）・
そ
の
他
教
育
機
関
に
在
籍
、

ま
た
は
そ
れ
ら
に
未
就
園
（
所
）
の
お
子

さ
ま
と
そ
の
保
護
者

※
現
在
市
立
の
幼
稚
園
・
保
育
所
・
小
学

　
校
に
在
籍
中
の
お
子
さ
ま
に
係
る
ご
相

　
談
は
、
巡
回
中
の
葛
城
市
適
応
指
導
教

　
室
の
心
理
士
が
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。
ご
遠
慮
な
く
在
籍
園
・
所
・
校

　
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時

　
９
～
10
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
日
程

は
、
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
と
調
整

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

相
談
場
所

　
當
麻
文
化
会
館
ま
た
は

　
市
役
所
當
麻
庁
舎
（
予
定
）

相
談
内
容

　
就
園
・
就
学
に
あ
た
っ
て
ご
心
配
な
事
柄

相
談
方
法

○
専
門
の
先
生
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
お
子
さ
ま
に
、
問
答
や
簡
単
な
作
業
を

　
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
相
談
料
は
無
料
で
す
。

○
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
時
間

　
１
人
あ
た
り
１
時
間
半
～
２
時
間
程
度

申
込
締
切

　
８
月
12
日
㈮

申
込
先

　
葛
城
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
市
役
所
當
麻
庁
舎
２
階
）

▼
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
ま
で
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　葛城市では、次世代育成支援行動計画に基づいて各種施策に取り組み、子どもや子育て中の家庭だけ
でなく、地域全体に笑顔があふれるまちとなるよう、子育て支援の充実に努め、「葛城にいだかれ、親も
子も笑顔で育つまちづくり」という基本理念の実現をめざし、鋭意取り組んでいるところです。
　このたび、平成 22 年度の行動計画の進捗状況を下記のとおりとりまとめましたので、次世代育成支
援対策推進法第 8 条第 6 項に基づき公表します。

事業名 事業の内容 平成 21 年度実績 平成 22 年度実績 平成 26 年度
目標値

通常保育事業
　保護者の就労や疾病等の理由により、
家庭において保育することができない就
学前児童を、保育所の通常の開所時間内
において保育を行う。

公立保育所　３か所
私立保育所　３か所
保育児童　　673 人

公立保育所　３か所
私立保育所　３か所
保育児童　　702 人

6 か所
定員 660 人

延長保育事業
　就労形態の多様化に伴う保育時間の延長
に対する需要に対応するため、保育所の通
常の開所時間を超えて保育を行う。

公立保育所　１か所
私立保育所　３か所

公立保育所　１か所
私立保育所　３か所 4 か所

放課後児童健
全育成事業

（学童保育事業）

　保護者の就労等により、昼間家にいな
い家庭における小学生児童に対し、授業
終了後に遊びや生活の場を提供し、児童
の健全な育成に努める事業を行う。

5 か所
学童登録人数 329 人

7 か所
学童登録人数 332 人 7 か所

一時預かり事業
　保護者の疾病や災害、育児疲れ等によ
り、一時的に保育を必要とする未就園児
の保育を行う。

公立保育所　１か所
私立保育所　１か所
保育児童数　168 人

公立保育所　１か所
私立保育所　１か所
保育児童数　412 人

2 か所

子育て短期支
援事業

（短期入所生活
援助・夜間養護）

　保護者が病気等の理由で家庭での児童
の養育が一時的に困難になった場合や、
何らかの理由で緊急に保護が必要となっ
た場合に、児童福祉施設などで一定期間
養育・保育を行う。

児童養護施設２か所
と委託契約 
短期入所　3 人延べ
14 日間利用
夜間養護　利用者無し

児童養護施設 2 か所
と委託契約 
短期入所　2 人延べ
9 日間利用
夜間養護　利用者無し

短期入所は、児童
養護施設に委託
ニーズを踏まえ
検討

地域子育て支
援拠点事業

（ひろば型）

　地域の子育て支援の拠点として、子育
てに関する情報提供や相談、子育てサー
クルの育成・支援などを行う地域子育て
支援拠点事業を推進する。
　つどいの広場や年齢別つどいを実施し、
未就園児とその保護者を対象に子育て支
援を行う。
　また、つどいの広場、年齢別つどいなど
に参加している親同士がつながり、サーク
ルづくりなどにつながるよう支援する。

子育て支援センター
1 か所
つどいの広場
121 回 7,313 人
年齢別つどいの広場
(1・2 歳 )
18 回 778 人
3 歳子育て教室
20 回 910 人

子育て支援センター 1
か所
つどいの広場
125 回 9,927 人
年齢別つどいの広場
(1・2 歳 )
18 回 807 人
3 歳子育て教室
20 回 896 人

子育て支援セン
ター 2 か所
子育て教室の内
容の充実

フ ァ ミ リ ー・
サポート・
センター事業

　子どもが健やかに育ち、子育てをして
いる人が、安心して生活できる環境づくり
のため、子育ての助けをして欲しい人（利
用会員）と子育てのお手伝いをできる人

（援助会員）がそれぞれ会員になり、相互
に助け合っていく組織として事業を推進
する。

1 か所
1 か所
ファミリーサポート
会員数
137 人

1 か所

特定保育事業
　パート勤務等、週 2、3 日程度の保育ま
たは午前・午後のみ等の柔軟な保育を行う。
　ニーズ調査、実施予定になし。一時保
育事業で対応可能。

一時保育事業で対応 一時保育事業で対応 一時保育事業で
対応

休日保育事業
　就労形態の多様化に伴い日曜・祝日に勤
務する保護者に対応し、休日に家庭で保育
が困難な子どもに対し保育を行う。

未実施 未実施 今後のニーズに
より検討

夜間保育事業
　保育所において、夜間、保護者の就労
などで保育に欠ける乳幼児または幼児が
いる場合にその児童を預かり保育をする。

未実施 未実施 今後のニーズに
より検討

病 児・ 病 後 児
保育事業

（派遣型・保育型）

　病気・病気回復期の乳幼児を保護者の
就労などにより、家庭で保育が困難な子
どもに対し保育をする。

未実施 未実施 今後のニーズに
より検討

　　 ▼詳しくは、子育て福祉課まで

葛城市次世代育成支援（後期）行動計画の進捗状況の公表

　葛城市次世代育成支援（後期）行動計画・特定事業に係る進捗状況

市政ニュース
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情
報
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
・
健
康

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

市
政
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

11

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

イベント・募集

料
理
に
使
っ
た
天
ぷ
ら
油
が
生
ま
れ
変
わ
る

「
廃
食
油
で
エ
コ
・
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
」

参
加
者
募
集

環 境
　
食
用
油
は
料
理
に
使
っ
た
後
、
手
間
の

か
か
る
処
理
を
し
て
、
ゴ
ミ
と
し
て
焼
却

さ
れ
ま
す
が
、
処
理
を
せ
ず
回
収
し
て
再

利
用
す
れ
ば
資
源
に
変
わ
り
ま
す
。

　
今
回
は
「
廃
食
油
を
使
っ
た
エ
コ
・
キ

ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
作
り
方
は
と
て
も
簡
単
で
、
工
夫
次
第

で
ス
テ
キ
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
８
月
に
は
、
エ
コ
・
キ
ャ
ン
ド
ル

を
使
っ
た
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
の
イ
ベ

ン
ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。（
広
報
か
つ

ら
ぎ
８
月
号
に
掲
載
予
定
）

日
時　
７
月
28
日
㈭

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館
２
階　
研
修
室

内
容　
使
用
済
み
の
天
ぷ
ら
油
を
使
い
、

　
貝
殻
や
ガ
ラ
ス
瓶
等
を
器
に
し
、
キ
ャ

　
ン
ド
ル
を
作
り
ま
す
。
ク
レ
ヨ
ン
で
色

　
を
つ
け
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
で

　
香
り
を
つ
け
ま
す
。
で
き
た
キ
ャ
ン
ド

　
ル
は
各
家
庭
や
８
月
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

　
イ
ト
に
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
在
住
の
方
（
小
学
３
年
生
以

　
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　
30
名

申
込　
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏
名
、

　
電
話
番
号
を
書
い
て
環
境
課
ま
で
お
送

　
り
く
だ
さ
い
。（
７
月
20
日
着
ま
で
有
効
）

応
募
先　
〒
６
３
９
―
２
１
９
５

　
　
　
　
葛
城
市
柿
本
１
６
６
番
地

　
　
　
　
葛
城
市
役
所
環
境
課

▼
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で

自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

募 集
　
防
衛
省
で
は
、
平
成
23
年
度
採
用
の
自

衛
官
候
補
生
、
一
般
曹
候
補
生
、
航
空
学

生
、
看
護
学
生
、
防
衛
大
学
校
学
生
お
よ

び
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

★
自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
）

応
募
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

男
子　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

女
子　
８
月
１
日
～
９
月
９
日

試
験
日

１
次
試
験　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２
次
試
験　
試
験
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
）

応
募
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　
８
月
１
日
～
９
月
９
日

試
験
日　
１
次
試
験　
9
月
17
日

　
　
　
　
２
次
試
験　
10
月
6
日
～
13
日

★
航
空
学
生
（
海
・
空
自
衛
隊
）

応
募
資
格　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　
８
月
１
日
～
9
月
9
日

試
験
日　
１
次
試
験　
９
月
23
日

　
　
　
　
２
次
試
験　
10
月
15
日
～
20
日

　
　
　
　
３
次
試
験　
11
月
12
日
～
12
月
15
日

★
看
護
学
生
（
陸
上
自
衛
隊
）

応
募
資
格　
高
卒
（
見
込
含
）
24
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　
９
月
５
日
～
30
日

試
験
日　
１
次
試
験　
10
月
22
日

　
　
　
　
２
次
試
験　
11
月
19
日
・
20
日

★
防
衛
大
学
校
学
生

応
募
資
格　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　
９
月
５
日
～
30
日

試
験
日　
１
次
試
験　
11
月
５
日
・
６
日

　
　
　
　
２
次
試
験　
12
月
13
日
～
17
日

★
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

応
募
資
格　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　
９
月
５
日
～
30
日

試
験
日　
１
次
試
験　
10
月
29
日
・
30
日

　
　
　
　
２
次
試
験　
12
月
７
日
～
９
日

資
料
請
求

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
資
料
閲
覧
、
請

求
が
で
き
ま
す
。

奈
良
地
方
協
力
本
部
（
PC
用
）

【http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/nara

】

問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
橿
原
地
域
事
務
所

　
【
☎
０
７
４
４
（
29
）
９
０
６
０
】

市
長
と
語
る
大
字
懇
談
会

　
広
報
か
つ
ら
ぎ
６
月
号
で
案
内
い
た
し

ま
し
た
大
字
懇
談
会
に
つ
い
て
、
一
部
未

定
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
大
字
の
日
程
が

決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大
字

疋
田

日
時

８
月
６
日
㈯　
午
後
7
時
30
分
〜

場
所

疋
田
公
民
館

▼
企
画
政
策
課

市
政
ニ
ュ
ー
ス
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被
災
地
へ
職
員
を
派
遣

葛
城
発

復
興
支
援

3.11

東日本大震災

　

葛
城
市
で
は
、
被
災
地
へ
の
応
援
給
水

活
動
と
し
て
５
月
28
日
か
ら
６
月
３
日
ま

で
岩
手
県
陸
前
高
田
市
へ
水
道
課
職
員
２

名
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
は
断
水
に
よ
り
生
活
水
が
困

窮
し
て
い
る
た
め
、
給
水
車
に
よ
り
直
接

被
災
者
宅
を
訪
問
し
、
ポ
リ
タ
ン
ク
へ
の

給
水
を
行
い
ま
し
た
。

義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
葛
城
市
と
葛
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
市
民
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
る
災
害
義
援
金
活
動
を
続
け
て

お
り
ま
す
。

　
５
月
に
お
預
か
り
し
ま
し
た
義
援
金
は
、

４
９
２
万
２
６
５
６
円
で
４
月
分
を
合
わ

せ
ま
す
と
、
３
２
８
１
万
６
４
０
４
円
に

な
り
ま
す
。

義援金はこちらまで
募金箱設置場所
　新庄庁舎、當麻庁舎ほか計 26 施設
銀行振込口座
　南都銀行新庄支店　普通口座　2048897
名義
　東北地方太平洋沖地震義援金口　葛城市会計管理者
　トウホクチホウタイヘイヨウオキジシンギエンキングチ
　カツラギシカイケイカンリシャ
義援金は、責任を持って日本赤十字社へお持ちして被災地
へお届けいたします。

全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム

　
被
災
地
か
ら
葛
城
市
に

　
　
避
難
さ
れ
て
い
る
方
へ

ご
自
身
の
情
報
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

で
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
に
は
、
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
地
震
に
伴
い
被
災
地
自
治
体
で
は
、

住
民
の
皆
さ
ま
の
避
難
先
情
報
の
把
握
が

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
総
務
省
で
は
『
全
国
避
難

全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム
と
は

　
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
、自
宅（
住

民
登
録
地
）
と
異
な
る
場
所
へ
避
難

し
た
被
災
者
に
つ
い
て
、
避
難
元
自

治
体
が
そ
の
所
在
を
把
握
し
各
種
情

報
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
仕
組
み
で
す
。

避
難
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

者
情
報
シ
ス
テ
ム
』
を
立
ち
上
げ
、
被
災

地
住
民
の
避
難
先
把
握
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
葛
城
市
も
こ
の
取
り
組
み
に
協
力
し

て
い
ま
す
。

　
次
の
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
対
象

と
な
る
方
は
お
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

①
避
難
先
市
町
村
へ
、
ご
自
身
の
情
報
を

　

ご
提
供
く
だ
さ
い
。

②
避
難
前
に
お
住
ま
い
の
県
や
市
町
村
か

　

ら
さ
ま
ざ
ま
な
お
知
ら
せ
を
お
届
け
で

　

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
受
付
開
始
時
期
な
ど
詳
し
く
は
、
避
難

　

先
市
町
村
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
葛
城
市
は
４
月
25
日
か
ら
受
付

　

を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

対
象
者

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
い
、
３
月
11
日
時

点
の
住
民
登
録
地
と
別
の
場
所
へ
避
難
の

た
め
滞
在
し
て
い
る
方
で
、
各
自
の
情
報

に
つ
い
て
、
避
難
前
の
自
治
体
へ
提
供
す

る
こ
と
を
承
諾
い
た
だ
い
た
方
。

受
付
場
所

　

市
民
窓
口
課
（
新
庄
・
當
麻
両
庁
舎
）

そ
の
他

　

受
付
時
に
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
免
許
証
な
ど
身
分
を
証
明

で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
震
災
で
被
災
さ
れ
、
市
内
に
避
難

　

し
て
い
る
方
を
ご
存
知
で
し
た
ら
、
こ

　

の
情
報
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま

避
難
前
に
お
住
ま
い
の
県
・
市
町
村

避
難
先
市
町
村

避
難
先
都
道
府
県

①提供していただく情報
○氏名、生年月日、性別
○避難前の住所
○避難先（避難所、個人宅等）
　の情報

②お知らせ
○見舞金等各種給付の連絡
○国民健康保険証の再発行
○税や保険料の免除・猶予・期限延長等の通知など

▼
市
民
窓
口
課
・
生
活
安
全
課

地域安全ニュース
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新クリーンセンターについてのお知らせ　②

1. 使用理由
　ゴミ焼却施設整備に対する補助金制度は廃止に
なり、替わって循環型社会形成推進交付金制度が
新設されました。この交付金の交付要件は人口 5
万人以上もしくは面積 400k㎡以上の自治体を対
象としたもので、葛城市はいずれの要件にも該当
しませんでした。
　その時、広陵町でも前焼却施設の解体費の捻出
に苦慮しており、広陵町のゴミ燃料化（炭化）施
設で製造する炭化物を葛城市の焼却施設の助燃剤
とした地域計画を策定し、この地域計画により
人口 5 万人以上の交付要件を満たすことができ、
平成 19 年 3 月に環境省の承認を得ることができ
ました。この交付金事業により、葛城市では焼却
施設ならびにリサイクル施設、広陵町では焼却施
設の解体ならびにストックヤードの整備が可能と
なりました。

2. 効果
　炭化物を活用することにより、現在助燃剤とし
て使用している重油を節減し、焼却開始時やカロ
リー不足の際に使用することにより、燃焼効率の
向上を図ることができます。
　なお、価格は無償で使用量は少量に留まる見込
みです。

3. 安全面
　炭化物のダイオキシン類含有量は 1g 当たり
8.6pg（平成 22 年度調査）です。土壌における
ダイオキシンの環境基準値は 1000pg 以下とな
っており、また、炭化物を助燃剤として燃焼させ
ましても、集塵機等でダイオキシン類をほとんど
除去することができます。　
pg（ピコグラム）とは
1pg とは 1g の 1 兆分の 1 です。

（1pg= 1 
1,000,000,000,000 g）

　現在計画している施設の場所及び規模は、５月号で報告しました。今
回は、広陵町のゴミ燃料化（炭化）施設で製造する炭化物を葛城市の新
クリーンセンターの助燃剤として活用する計画を説明します。

▲

新炉建設準備室

　わたしたちが使用している電気は、大量に貯蓄することはできません。この夏は、福島
第１原子力発電所の放射能漏れ事故や浜岡原子力発電所の運転休止などにより、電力事情
を含めたエネルギー事情が逼

ひっぱく
迫することは必定だと考えられています。

　これまでと同じように電気を使用していると、突然大規模な停電に見舞われることも想
定されます。そこで、家庭でできる簡単な節電方法を紹介します。

　冷  蔵  庫　
●設定温度を適切に設定し、扉を開けている時間を
　短くし、詰め込み過ぎないようにする。
●壁から適切な距離で設置する。
●熱いものをそのまま冷蔵庫にいれず、あら熱をと
　ってから冷蔵庫に入れる。
  待 機 電 力
●本体の主電源をオフにして、使用していない家電
　製品のプラグを抜く。

　ここに挙げたのは、ほんの一例にすぎません。みなさんの工夫によってまだまだ節電は
可能です。また、節電することは家計の節約になります。
　しかし、節電することによって体調を崩してしまってはいけません。今年は昨年ほどで
はないにしろ、平年よりやや暑いと気象庁が発表しています。熱中症・食中毒に十分注意
してこの夏を乗り切りましょう。

こ の 夏 は、 省 エ ネ で
▲

環境課

  エ ア コ ン
●冷房の設定は 28℃に設定し、扇風機を併用する。
●スダレやヨシズ、緑のカーテンで日差しを和らげる。
●定期的にフィルターを掃除する。
　　照 明
●日中は照明を消す。
●白熱電灯や蛍光ランプを LED 照明に取り替える。
●必要でないところはつけないで、消すときは壁ス
　イッチでオフにする。

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

特に、節電する時間帯は平日の午前 9時〜午後 8時、
家庭では午後 1時〜 4時が効果的です。
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多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
平
成
７
年
の

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
犠
牲
者
の

９
割
近
く
が
住
宅
の
倒
壊
に
よ
る
圧
死
・

窒
息
死
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
地
震
か
ら

家
族
と
財
産
を
守
る
に
は
、
強
い
わ
が
家

に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
そ
の
第
一
歩

が
、わ
が
家
の
健
康
診
断
と
も
い
え
る「
耐

震
診
断
」
で
す
。

　

葛
城
市
で
は
、「
耐
震
診
断
」
に
か
か

る
費
用
を
全
額
助
成
す
る
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
「
耐
震
診
断
」
を

受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

助
成
の
対
象
と
な
る
住
宅

（
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
も
の
）

○
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
の
う
ち
昭
和
56

　

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
も
の

○
延
べ
床
面
積
が
お
お
む
ね
２
５
０
㎡
以

　

下
の
も
の

○
階
数
が
２
以
下
の
も
の（
地
階
を
除
く
）

そ
の
他
（
留
意
事
項
）

○
耐
震
診
断
を
受
け
る
前
に
、
申
し
込
み

　

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

　

で
す
。

　
（
申
請
書
は
、
葛
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

○
必
要
添
付
書
類
と
し
て
、建
物
の
写
真
・

　

位
置
図
・
建
築
年
の
確
認
で
き
る
も
の
。

○
診
断
は
市
と
契
約
し
た
耐
震
診
断
員
に

　

よ
っ
て
目
視
で
行
わ
れ
ま
す
。
機
械
精

　

密
検
査
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
受
付
期
間

　

７
月
15
日
～
８
月
14
日
（
土
・
日
・
祝

　

日
を
除
く
。※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
生
活
安
全
課

あ
な
た
の
住
ま
い
は
大
丈
夫
で
す
か
？

耐
震
診
断
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

防 災平
成
23
年
度　
既
存
木
造
住
宅

耐
震
診
断
事
業

　
葛
城
市
で
は
、
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進

し
、
災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、
市
民
の
生
命
と
財
産
の
保

護
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
木
造
住
宅
の

耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

助
成
対
象
住
宅

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
、

　
市
内
に
存
す
る
木
造
の
一
戸
建
住
宅
ま

　
た
は
併
用
住
宅

　
（
店
舗
等
用
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積

　
が
延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
未
満
の
も
の
）

既
存
木
造
住
宅

耐
震
改
修
工
事
補
助
事
業

②
耐
震
診
断
の
結
果
、
構
造
評
点
が
1.0
未

　
満
の
住
宅
。

助
成
対
象
者

　
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
補
助
対
象
住
宅

の
所
有
者
等
で
、
葛
城
市
税
等
を
滞
納
し

て
い
な
い
方
。

補
助
金

耐震改修工事費 補助金額

50 万円以上 200 万円以下 → 20 万円

200 万円以上 300 万円以下 → 左記の額に 0.1 を乗じた額

300 万円超 → 30 万円

耐
震
改
修
工
事

　
耐
震
改
修
前
の
構
造
評
点
1.0
未
満
の
も

の
を
改
修
工
事
後
の
構
造
評
点
1.0
以
上
の

数
値
と
な
る
改
修
工
事
。

交
付
申
請

　
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
既
存

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
補
助
金
交
付
申

請
書
に
関
係
書
類
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
関
係
書
類

○
耐
震
改
修
工
事
見
積
書
お
よ
び
内
訳
書

○
補
助
対
象
住
宅
の
付
近
見
取
図
お
よ
び

　
写
真

○
現
況
配
置
図
、
平
面
図
、
着
工
日
を
証

　
明
す
る
書
類
（
建
築
確
認
通
知
書
等
）

○
住
宅
の
所
有
者
等
が
確
認
で
き
る
書
類
、

　
耐
震
診
断
の
結
果
の
写
し
、
耐
震
補
強

　
設
計
図
書

○
耐
震
改
修
工
事
工
程
表

ご
注
意
！

◇
耐
震
改
修
の
工
事
に
係
る
契
約
を
締
結

　
す
る
前
に
、
必
ず
補
助
金
交
付
申
請
の

　
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
助
成
金
の
交
付
決
定
以
前
に
工
事
を
着

　
手
し
た
場
合
に
は
、
補
助
金
を
交
付
で

　
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間

　
７
月
15
日
～
８
月
14
日
（
土
・
日
・
祝

　
日
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
生
活
安
全
課
（
新
庄
庁
舎
）

※
當
麻
庁
舎
で
の
受
付
は
行
っ
て
お
り
ま

　
せ
ん
。▼

詳
し
く
は
、
生
活
安
全
課
ま
で
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▼
▼
１
１
９
コ
ー
ナ
ー
▲
▲

平
成
23
年
5
月
中

平
成
23
年
の
累
計

火
災
：

０
件
火
災
：

１
件

救
急
：
１
０
７
件
救
急
：
５
７
６
件

救
助
：

０
件
救
助
：

７
件

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

▼
消
防
署
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、

一
般
【
☎
（
69
）
７
１
７
１
】

火
災
案
内
【
☎
（
69
）
９
９
８
８
】

住
宅
用
火
災
警
報
器

つ
け
ま
し
た
か
？

JA
共
済
か
ら
高
規
格
救
急
自

動
車
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た

　
５
月
16
日
、
橿
原
神
宮
養
正
殿
（
橿
原

市
）
に
て
、
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連

合
会
・
奈
良
県
本
部
か
ら
本
市
消
防
本
部

に
高
規
格
救
急
自
動
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
車
内
に
は
、
多
く
の
高
度
救
命
資
機

材
等
が
装
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
JA
共
済
が
社
会
貢
献
活
動
事

業
と
し
て
、
奈
良
県
下
13
消
防
本
部
に
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
趣
旨

を
十
分
に
認
識
し
、
救
急
救
命
活
動
に
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
市
民
の
安

全
・
安
心
に
繋
が
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

▼
消
防
署

夏
の
事
故
を
防
ご
う
！

！注意
防
ご
う
　
花
火
の
事
故

　
こ
れ
か
ら
本
格
的

な
夏
を
迎
え
、
家
族

そ
ろ
っ
て
花
火
を
楽

し
む
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
毎
年
夏
に
な
る

と
必
ず
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
花
火
に
よ
る

事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
楽
し
い
花
火
を
す
る
時
は
、
必
ず
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う

　
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で
花
火
を
し
な

　
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
何
本
も
ま
と
め

　
て
点
火
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
必
ず
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
準
備
し
ま

　
し
ょ
う
。

⑤
風
の
強
い
と
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑥
取
扱
説
明
書
を
必
ず
読
ん
で
か
ら
遊
び

　
ま
し
ょ
う
。

！注意
防
ご
う
　
水
の
事
故

　

暑
さ
と
と
も
に
、

海
や
プ
ー
ル
、
川
で

遊
ぶ
機
会
が
多
く
な

り
、
そ
れ
に
伴
っ
て

水
に
よ
る
事
故
が
心

配
な
季
節
で
す
。

　
水
に
よ
る
犠
牲
者

を
出
さ
な
い
た
め
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
、
川
や
池
で
遊
ば

　
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
危
険
な
川
や
池
に
近
よ
ら
な
い
よ
う
に

　
し
ま
し
ょ
う
。

③
急
激
な
増
水
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

か
つ
ら
ぎ

　
「
結
の
心
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
私
た
ち
の
ま
ち
で
災
害
が
起
こ
っ
た
と

き
、
家
族
を
、
友
人
を
私
た
ち
は
ど
れ
だ

け
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

防
災
を
学
ぶ
こ
と
を
き
っ
か
け
に
「
結
の

心
」
を
持
ち
、
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と

の
大
切
さ
を
確
か
め
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
ご
家
族
で
、
友
人
同
士
で
、
も
ち
ろ
ん

お
一
人
さ
ま
で
も
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　
７
月
31
日
㈰

　
受
付　
午
前
９
時
30
分

　
開
会　
午
前
10
時

　
閉
会　
午
後
３
時
50
分

場
所　
葛
城
市
立
忍
海
小
学
校

参
加
費　
無
料

内
容　
○
講
演
「
災
害
を
き
っ
か
け
に
み

　
ん
な
で
考
え
よ
う
」
／
○
避
難
シ
ミ
ュ

　
レ
ー
シ
ョ
ン
／
○
非
常
食
体
験
（
ハ
イ

　
ゼ
ッ
ク
ス
米
）
／
○
防
災
体
験

問
い
合
わ
せ

㈳
葛
城
青
年
会
議
所
40
周
年
実
行
委
員
会

　
大
和
高
田
市
大
中
１
０
６
―
２

　
経
済
会
館
２
階
【
☎
（
22
）
２
６
８
９
】

　
【http://w

w
w

.katsuragi-jc.org

】

申
込
フ
ォ
ー
ム

　
下
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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子育て・健康

※
つ
ど
い
の
広
場
で
は
お
話
を
楽
し
む
日

　
と
童
謡
を
楽
し
む
日
が
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
施
設
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

★
お
話
を
楽
し
む
日
　
午
前
10
時
30
分
〜

　
７
月
６
日
㈬　
磐
城
児
童
館

　
７
月
11
日
㈪　
當
麻
文
化
会
館
３
階

　
７
月
13
日
㈬　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
童
謡
を
楽
し
む
日
　
午
前
10
時
〜

　
７
月
４
日
㈪　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

７
月
・
８
月
の
予
定

７
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

８
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

■つどいの広場　
■キンダーランド
■わんぱくルーム
■ひよこルーム

○こあらルーム
　7/11 ㈪
○らっこルーム
　7/25 ㈪
○お楽しみ土曜日
　7/16 ㈯

▼子育て支援センター
（新庄健康福祉センター内）

【☎（69）5241】
【FAX（69）5301】

　
７
月
21
・
25
・
27
・
28
日
と
8
月
の
つ

ど
い
の
広
場
に
中
学
生
が
遊
び
に
来
て
く

れ
ま
す
。

　
こ
の
交
流
会
は
中
学
生
が
乳
幼
児
と
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
命
の
尊
さ
や
乳
幼
児
へ
の

愛
情
を
感
じ
、
小
さ
い
子
ど
も
を
抱
っ
こ

し
た
り
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
楽
し
い
と

思
え
る
よ
う
な
体
験
を
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
大
き
い
お
兄
ち
ゃ
ん
や

お
姉
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
？

乳
幼
児
と
中
学
生
の

ふ
れ
あ
い
交
流

お
楽
し
み
土
曜
日

日
時　
７
月
16
日
㈯　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
１
歳
ぐ
ら
い
か
ら
小

　
学
校
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も

内
容　
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
お
や

　
つ
つ
り
な
ど
7
つ
の
お
店
と
作
っ
て
遊

　
ぶ
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費　
１
人
２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

持
ち
物　
品
物
（
景
品
等
）
を
入
れ
る
袋

※
景
品
は
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、

な
く
な
り
次
第
終
了

い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
は
じ
め
て
実
施
す
る
０
歳

児
の
年
齢
別
つ
ど
い
、『
こ
あ
ら
・
ら
っ
こ

ル
ー
ム
』
が
５
月
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
お

母
さ
ん
は
子
ど
も
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
子

ど
も
は
お
母
さ
ん
に
抱
っ
こ
さ
れ
な
が
ら

ほ
っ
こ
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
初
め
て
の
育
児
は
「
ど
う
し
て

泣
き
止
ま
な
い
の
か
な
ぁ
…
？
」「
こ
ん

な
育
て
方
で
い
い
の
か
な
ぁ
…
？
」
な
ど
、

不
安
な
気
持
ち
に
な
り
が
ち
で
す
。
で
も

同
じ
年
齢
の
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
も
の

同
士
が
、『
こ
あ
ら
・
ら
っ
こ
ル
ー
ム
』

で
気
軽
に
集
ま
り
、
保
育
士
か
ら
子
ど
も

と
か
か
わ
る
手
だ
て
を
教
え
て
も
ら
っ
た

り
、
保
護
者
同
士
話
を
し
な
が
ら
交
流
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
み
ん
な
同
じ
思
い
で

育
児
を
し
て
い
る
の
だ
、
悩
ん
で
い
る
の

は
自
分
だ
け
で
は
な
い
の
だ
と
感
じ
て
も

ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▲ふれあい遊び

▲お母さんと一緒に絵本

こ
あ
ら
・
ら
っ
こ
ル
ー
ム

ス ポ ー ツ セ ン タ ー プ ー ル　 オ ー プ ン

　新庄スポーツセンタープールおよび當麻スポーツセンタープールは 7 月 16
日㈯にオープンします。オープン期間は 8 月 31 日㈬までです。
営業時間は、午前の部が 9 時から正午、午後の部が 1 時から 5 時までで、入
場は無料（市外の方は有料）です。※毎週火曜日と第 2・第 4 水曜日は休みです。
　なお、新庄スポーツセンタープールは 8 月 12 日㈮から 14 日㈰までの 3 日
間は午後 9 時までナイター営業します。

　　 ▼詳しくは、体育振興課まで
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情
報
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
・
健
康

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

市
政
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス
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子
育
て
・
健
康

健 康 増 進 課
インフォメーション

▼健康増進課
（新庄健康福祉センター）

【☎（69）9900】

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

～
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
の
間
に

　
予
防
接
種
の
機
会
を
逃
し
た
方
の
接
種

　
時
期
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
～

　
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
後
に
重
い
副
反

応
が
起
き
た
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度

ま
で
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
の
ご
案
内

を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。（
い
わ
ゆ
る
積

極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
）

　

そ
の
後
、
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ

れ
、
現
在
は
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
通

常
ど
お
り
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
の

た
め
に
、
平
成
７
年
６
月
１
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
は
、
日
本
脳
炎

の
予
防
接
種
が
不
十
分
な
接
種
に
な
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
不
足
分
の

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

母
子
健
康
手
帳
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

「
あ
と
何
回
接
種
す
れ
ば
良
い
の
か
」
な

ど
の
詳
し
い
内
容
は
、
新
庄
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

★
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【http://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/bunya/

kenkou/kekkaku-kansenshou20/
annai.htm

l

】

　
な
お
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必

ず
事
前
に
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
當
麻
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
予
診
票
を
取
り

に
お
越
し
い
た
だ
い
て
か
ら
、
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

親
（
祖
父
母
）
子
で
味
噌
づ
く
り

で
き
あ
が
っ
た
味
噌
で
ク
ッ
キ
ン
グ

　
日
時　
８
月
３
日
㈬

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
午
後
４
時

　
場
所　
市
役
所
新
庄
庁
舎
前

献
血
の
お
知
ら
せ▼

健
康
増
進
課

毎月 11 日は人権を確かめあう日です
奈良県市町村人権・同和問題啓発活動推進本部　葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

　
親
（
祖
父
母
）
と
一
緒
に
楽
し
く
協
力

し
な
が
ら
味
噌
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
「
塩
分
控
え
め
」「
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ

り
」
の
味
噌
が
簡
単
に
作
れ
ま
す
。
持
ち

帰
っ
た
あ
と
3
か
月
間
熟
成
。
で
き
あ
が

っ
た
味
噌
を
使
っ
て
調
理
実
習
も
し
ま
す
。

普
段
の
食
生
活
を
見
直
す
良
い
機
会
に
な

り
ま
す
よ
！

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
時

１
回
目
…
味
噌
づ
く
り

　
７
月
27
日
㈬

　
午
前
10
時
～
正
午

　
★
約
３
㎏
の
味
噌
を
作
り
ま
す
。

２
回
目
…
味
噌
料
理

　
平
成
24
年
３
月
27
日
㈫

　
午
前
9
時
～
正
午
過
ぎ

　
★
自
分
で
作
っ
た
味
噌
で
調
理
実
習
。

対
象　
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
の

　
子
ど
も
と
そ
の
親
（
祖
父
母
）　
24
組

参
加
費　
１
５
０
０
円（
原
則
２
回
参
加
）

申
込　
７
月
15
日
㈮
か
ら
電
話
ま
た
は
窓

　
口
で
受
付
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

持
ち
物　
味
噌
を
入
れ
る
密
閉
容
器
（
約

　

３
ℓ
入
り
容
器
）、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

　
巾
、
マ
ス
ク
、
参
加
費
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文化・教養

文
化
会
館
ニ
ュ
ー
ス

【
夏
期
企
画
展
】

『
重
要
文
化
財 
當
麻
寺
縁
起
絵
巻 

上
巻
』

　

天
平
宝
字
７
年

（
７
６
３
）
６
月
、

中
将
姫
が
蓮
糸
で
當

麻
曼
荼
羅
を
織
り
成

し
た
と
伝
え
ら
れ
、

来
年
（
平
成
24
年
）

の
夏
に
、
ち
ょ
う
ど

１
２
５
０
年
に
な
る

の
を
機
に
、
そ
れ
を

記
念
し
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
企
画
展
と
し
て
、

「
重
要
文
化
財 

當
麻
寺
縁
起
絵
巻
・
上
巻
」

の
特
別
公
開
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
展
示
す
る
絵
巻
『
上
巻
』
に
は
、

葛
城
の
地
に
當
麻
寺
が
建
立
さ
れ
る
ま
で

の
よ
う
す
が
描
か
れ
、
詞
書
は
、
後
奈
良

天
皇
の
勅
筆
。
絵
は
絵
師
土
佐
光
茂
に
よ

り
、
室
町
時
代
に
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

貴
重
な
作
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
奈
良

国
立
博
物
館
に
保
管
さ
れ
、
一
般
公
開
の
機

会
も
少
な
い
も
の
で
し
た
が
、
こ
の
度
、
百

年
ぶ
り
に
葛
城
市
に
１
か
月
間
の
里
帰
り

展
が
実
現
し
、
葛
城
市
歴
史
博
物
館
で
、
前

期
と
後
期
に
分
け
て
、
上
巻
の
全
て
の
内
容

を
特
別
公
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
絵
巻
の
内
容
に
関
連
す
る
役
行

者
像
（
鎌
倉
期
）
な
ど
、
数
々
の
優
れ
た

催し物のご案内

▼新庄文化会館（マルベリーホール）
月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主　催　者 連　絡　先

7 月 2 日㈯ ステージオペレーター養成講座 無　料
（申込要） 9:00 〜 葛城市 0745（69）4600

【新庄文化会館】

7 月 9 日㈯ 差別をなくす市民集会 無　料 13:30 〜 葛城市 0745（63）1431
【人権政策課】

8 月 5 日㈮ 新庄中学校平和学習 関係者 9:10 〜 新庄中学校 0745（69）3301
【新庄中学校】

▼當麻文化会館（ホール）
月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主　催　者 連　絡　先

8 月 5 日㈮ 白鳳中学校平和学習 関係者 　　　 白鳳中学校 0745（48）2054
【白鳳中学校】

＊都合により一部催し物が変更になる場合があります。ご了承ください。＊準備､ リハーサルなどでの使用に関しては本表に
記載しておりません。＊詳細は主催者にお問い合わせください。

出
演　
指
導　
南
條　
隆

　
　
　
座
長　
龍　
　
美
麗

　
　
　
座
長　
南
條　
影
虎

　
　
　
一
部　
人
情
芝
居

　
　
　
二
部　
豪
華
絢
爛　
舞
踊
シ
ョ
ー

日
時　
8
月
28
日
㈰

開
場　
午
後
0
時
30
分　
開
演　
午
後
1
時

公
演
時
間　
約
2
時
間
30
分

会
場　
新
庄
文
化
会
館
マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル

入
場
料　
全
席
指
定
（
税
込
）

一　
般　
８
０
０
円（
当
日
２
０
０
円
増
）

友
の
会　
５
０
０
円

　
　
　
　
（
１
会
員
に
つ
き
２
枚
ま
で
）

※
未
就
学
児
は
、
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

チ
ケ
ッ
ト
発
売
場
所　
新
庄
文
化
会
館

　
弁
天
座
【
☎
（
22
）
５
６
８
９
】

主
催　
葛
城
市

問
い
合
わ
せ　
新
庄
文
化
会
館

大
衆
演
劇
公
演

南
條
隆
と
ス
ー
パ
ー
兄
弟

歴
史
博
物
館
ガ
イ
ド

文
化
財
も
共
に
展
示
い
た
し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

会
期　
７
月
16
日
㈯
〜
８
月
15
日
㈪

　
　
前
期　
７
月
16
日
㈯
〜
31
日
㈰

　
　
後
期　
８
月
１
日
㈪
〜
15
日
㈪

　
（
前
期
と
後
期
で
展
示
替
え
が
あ
り
ま
す
）

入
館
料　
　
　
　
　
　

　
大
人　
２
０
０
円

　

高
校
・
大
学
生　

　
　
　
　
１
０
０
円

　

小
・
中
学
生　
　

　
　
　
　
　
　
50
円

場
所　
忍
海
２
５
０
―
１

　
　
　
近
鉄
忍
海
駅
下
車
す
ぐ

【
公
開
講
座
】

　
『
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
』（
第
４
回
）

　「
當
麻
寺
縁
起
絵
巻
に
つ
い
て
」

日
時　
7
月
30
日
㈯　
午
後
2
時
〜

講
師　
北
澤　
菜
月　
氏（
奈
良
国
立
博
物
館
）

会
場　
歴
史
博
物
館
２
階
あ
か
ね
ホ
ー
ル

定
員　
１
０
０
名
程
度
（
受
講
無
料
）

申
込　
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
に
て
受
付

【
展
示
説
明
会
】

日
時　
８
月
14
日
㈰　
午
後
２
時
〜

　「
當
麻
寺
縁
起
絵
巻
上
巻
を
鑑
賞
す
る
」

　
当
館
職
員
が
展
示
説
明
を
行
い
ま
す
。

会
場　
歴
史
博
物
館
２
階
あ
か
ね
ホ
ー
ル

定
員　
１
０
０
名
程
度
（
受
講
無
料
）

▼
歴
史
博
物
館 【
☎
（
64
）
１
４
１
４
】

休
館
日
は
21
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
新
庄
文
化
会
館
【
☎
（
69
）
４
６
０
０
】

▼
當
麻
文
化
会
館
【
☎
（
48
）
５
０
０
０
】

休
館
日
は
21
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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子
育
て
・
健
康

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

市
政
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス
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▼
新
庄
図
書
館
【
☎
（
69
）
４
６
４
６
】

▼
當
麻
図
書
館
【
☎
（
48
）
６
０
０
０
】

一
般

児
童 新

着

図

書

文
化
・
教
養

文化・教養

休
館
日
は
21
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

○
自
宅
に
つ
く
る
震
災
対
処
Ｐ
Ｃ
シ
ス
テ
ム

日
経
Ｂ
Ｐ
パ
ソ
コ
ン
ベ
ス
ト
ム
ッ
ク

【
當
麻
館
】

○
糸
と
は
さ
み
と
大
阪
と　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
小
篠　
綾
子 【
新
庄
館
】

○
必
然
と
い
う
名
の
偶
然　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
西
沢　
保
彦 【
當
麻
館
】

○
私
は
海
人
（
う
み
ん
ち
ゅ
）
写
真
家　

　
　
　
　
　
古
谷
千
佳
子 【
新
庄
館
】

○
秘
密
の
ゴ
ン
ズ
イ
ク
ラ
ブ　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
広
瀬　
寿
子 【
新
庄
館
】

○
ホ
タ
ル
く
ん
と
カ
エ
ル
さ
ん　
　
　
　

　
　
　
　
得
田　
之
久 【
當
麻
館
】

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

　
新
着
図
書
は
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

ご
来
館
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

★
當
麻
図
書
館

日
時
　

7
月
3
日
㈰　
午
後
１
時
30
分
〜

場
所
　
當
麻
図
書
館　
お
は
な
し
の
部
屋

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

絵
本
　
う
さ
こ
ち
ゃ
ん
お
ば
け
に
な
る

お
は
な
し
　
ね
ず
み
の
す
も
う

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

お
は
な
し
　
こ
ね
こ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

絵
本
　
あ
た
ご
の
浦

★
新
庄
図
書
館

日
時　
7
月
23
日
㈯　
午
後
2
時
〜

場
所　
新
庄
図
書
館　
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

絵
本　
だ
れ
と
だ
れ
か
と
お
も
っ
た
ら

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー　
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う

絵
本　
杉
山
き
ょ
う
だ
い
の
し
ゃ
ぼ
ん
だ

ま
と
あ
そ
ぼ
う

絵
本　
お
よ
ぐ

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

お
は
な
し　
あ
め
は
毒

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ
ま
せ
ん
。

　
時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
15
回
葛
城
歌
壇
短
歌
募
集

応
募
方
法　
一
人
二
首
以
内

（
自
作
未
発
表
作
品
）

　
＊
応
募
作
品
の
著
作
権
は
新
庄
図
書
館

　
　
に
帰
属
し
ま
す

　
応
募
用
紙
ま
た
は
原
稿
用
紙
に
、作
品・

　
住
所
・
名
前
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

　
入
（
漢
字
に
必
ず
フ
リ
ガ
ナ
）

応
募
締
切　
8
月
31
日（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　
新
庄
図
書
館

　
本
を
読
ん
で
、
そ
の
内
容
に
関
す
る
ク

イ
ズ
に
答
え
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま

す
。
楽
し
み
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
本
に
親

し
め
る
「
ブ
ッ
ク
ラ
リ
ー
」
に
ぜ
ひ
挑
戦

し
て
く
だ
さ
い
！

日
時
　

7
月
16
日
㈯
～
8
月
31
日
㈬

場
所
　
新
庄
図
書
館

対
象
　
子
ど
も

問
い
合
わ
せ
　
新
庄
図
書
館

　
木
切
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
自
由
に
つ
く

ろ
う
！
（
く
ぎ
は
使
用
し
ま
せ
ん
）

日
時　
８
月
６
日
㈯　
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
當
麻
図
書
館　
　
２
階
研
修
室

　
　
　
８
月
７
日
㈰　
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
新
庄
文
化
会
館　
展
示
室

対
象　
子
ど
も

　
　
　
（
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費　
ボ
ン
ド
代　
２
０
０
円

　
　
　
※
各
日
先
着
30
名
で
締
め
切
ら
せ

　
　
　
　
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
申
込
・
問
い
合
わ
せ　
新
庄
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
當
麻
図
書
館

ブ
ッ
ク
ラ
リ
ー
開
催

木
と
あ
そ
ぼ
う
！
木
工
工
作

広　告
（広告掲載のお問い合わせは企画政策課まで）
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葛
城
市
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

納
涼
花
火
大
会

主
催　
葛
城
市
商
工
会

　
　
　
葛
城
市
納
涼
花
火
大
会
実
行
委
員
会

実
施
日　
７
月
17
日
㈰

花
火
打
上
時
間　
午
後
８
時
〜

花
火
打
上
場
所　
屋
敷
山
公
園
一
帯

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　
午
後
６
時
〜
８
時

　
　
　
　
　
　
　
新
庄
第
２
健
民
運
動
場

和
太
鼓
・
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
・
フ
ラ
ダ
ン
ス

　
特
別
観
覧
席　
１
０
０
０
席

　
7
月
は
、
固
定
資
産
税
第
２
期
、
国
民

健
康
保
険
税
第
1
期
の
納
付
月
で
す
。

　
納
期
限
は
8
月
1
日
㈪
で
す
。

　
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限
の

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯
金
残

高
の
確
認
を
前
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

▼
収
納
促
進
課
・
税
務
課
・
保
険
課

税
の
納
期

新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら

ご
み
の
収
集
日
の
お
知
ら
せ

　
7
月
18
日
㈪
は
祝
日
（
海
の
日
）
で
す

が
、
新
庄
区
域
の
一
般
家
庭
ご
み
収
集
は

平
常
通
り
行
い
ま
す
。

               

▼
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

学
術
市
民
講
座

講
演
題
目　
「
目
が
乾
く
病
気　
ド
ラ
イ
ア
イ
」

日
時　
7
月
28
日
㈭　
午
後
2
時
～
3
時

場
所　
高
田
経
済
会
館
4
階　

　
　
　
北
葛
城
地
区
医
師
会
会
議
室

参
加
料　
無
料
（
先
着
30
名
）

講
師　
板
橋
医
院　
眼
科　
　

　
　
　
板
橋　
幹
城　
医
師

申
し
込
み
先　
北
葛
城
地
区
医
師
会

【
☎
（
23
）
2
４
３
１
】

　
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
か
つ
ら
ぎ
6
月
号
14
ペ
ー
ジ

に
掲
載
の
「
春
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結

果
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し

く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
３
位　
当
麻
ひ
ま
わ
り

○
テ
ニ
ス

　
男
子
一
般
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝　
　

木
本　

英
志
（
笛
堂
）

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
中
学
生
女
子
ダ
ブ
ル
ス

第
３
位　
金
田　

有
以
（
西
室
）

　
　
　
　

柴
田
奈
都
実
（
新
庄
）

　
　
　
　

柴
山
奈
瑠
美
（
南
花
内
）

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

第
３
位　
尾
㟢　

惣
次　

　

こ
こ
に
訂
正
し
、
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
体
育
振
興
課

緊
急
雇
用
創
出
事
業

　
厳
し
い
雇
用
環
境
が
続
く
中
で
、
市
で

は
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
々
へ
の
雇

戦
争
体
験
を
聞
く
会

〜
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
戦
争
、
60

　
余
年
前
の
悲
惨
な
体
験
を
持
つ
葛
城
市

　
民
が
語
り
合
い
、
話
し
合
い
ま
す
〜

日
時　
8
月
7
日
㈰　
午
後
2
時
～
4
時

　
　
　
入
場
無
料

場
所　
當
麻
文
化
会
館
大
研
修
室　

主
催　
戦
争
体
験
を
聞
く
会
実
行
委
員
会

後
援　
葛
城
市
・
葛
城
市
教
育
委
員
会

連
絡
先　
実
行
委
員
会
事
務
局

【
☎
（
69
）
４
５
７
６
】   

　

大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
は
、

所
得
税
の
軽
減
・
免
除
が
受
け
ら
れ
、
税

務
署
で
手
続
を
行
う
こ
と
で
所
得
税
が
還

付
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、

源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
や
還
付
、
廃
車

と
な
っ
た
自
動
車
の
自
動
車
重
量
税
の
還

付
な
ど
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ【http://

w
w

w
.nta.go.jp

】
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
地
方
税
に
も
、
住
民
税
、
固
定

資
産
税
、自
動
車
税
等
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

被
災
地
の
自
治
体
へ
の
寄
附
金
、
自
治

体
を
通
じ
て
の
被
災
者
へ
の
義
援
金
は

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
と
し
て
住
民
税
・

所
得
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
日
本

赤
十
字
社
や
中
央
共
同
募
金
会
等
へ
の
義

援
金
も
「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
と
し
て

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
総

務
省
東
日
本
大
震
災
関
連
情
報
【http://

w
w

w
.soum

u.go.jp

】を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」

が
被
災
地
支
援
に

東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

税
金
関
係
の
お
知
ら
せ

用
機
会
の
創
出
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
の
事
業
で
雇
用
を
予
定
す

る
求
人
を
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
公

募
し
ま
す
。
求
人
の
時
期
や
期
間
な
ど
は

各
事
業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
商
工
観
光
課

　
１
シ
ー
ト　
　
２
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ

　
葛
城
市
商
工
会
【
☎
（
69
）
８
０
１
９
】
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● ● ● 今 月 の 無 料 相 談 ● ● ●
相 談 名 月 日 時 間 場 所 問 い 合 わ せ

人権・行政・
心配ごと相談

7 月 14 日 ㈭
9:00 〜 12:00

新庄庁舎 4 階 総務財政課・人権政策課
または
社会福祉協議会【☎（48）3373】

7 月 21 日 ㈭ 忍海集会所
7 月 28 日 ㈭ 當麻文化会館 3 階
＊相談は先着順で、申し込みは不要です。

弁護士による
法律相談

7 月 21 日 ㈭
13:00 〜 16:00

新庄庁舎 4 階
企画政策課

7 月 28 日 ㈭ 當麻文化会館 3 階
＊相談は 1 回 20 分で、予約が必要です。企画政策課へ申し込んでください。

中南和法律相談センター
法律相談

※問い合わせ先に確認してください。 奈良弁護士会
【☎ 0742（22）2035】

＊相談は 1 回 30 分で、予約が必要です。奈良弁護士会へ申し込んでください。

健康相談 7 月 19 日 ㈫ 10:00 〜 11:00 新庄健康福祉センター 健康増進課
＊血圧測定・尿検査など。健康手帳のある方は、お持ちください。

乳幼児健康相談

7 月 11 日 ㈪
10:00 〜 11:00

當麻保健センター
健康増進課7 月 20 日 ㈬ 新庄健康福祉センター

7 月 21 日 ㈭ 新庄健康福祉センター
＊身体測定、保健師・管理栄養士による個別相談。母子健康手帳をお持ちください。

増改築・耐震相談

7 月 3 日 ㈰ 9:00 〜 12:00 當麻文化会館 葛城市建築組合
藤井本正明【☎（69）2753】（當麻）
藤井本　弘【☎（69）2877】（新庄）
または都市計画課

7 月 23 日 ㈯ 13:00 〜 17:00 中央公民館
8 月 7 日 ㈰ 9:00 〜 12:00 當麻文化会館
＊増改築や耐震に備えての相談に応じます。

消費生活相談

7 月 4 日 ㈪

10:00 〜 12:00
13:00 〜 16:00

新庄庁舎 4 階

商工観光課
または
御所市役所市民課

【☎ 0745（62）3001】

7 月 11 日 ㈪ 新庄庁舎 4 階
7 月 19 日 ㈫ 新庄庁舎 4 階
7 月 25 日 ㈪ 新庄庁舎 4 階
8 月 1 日 ㈪ 當麻庁舎 1 階
毎 週 木 曜 日 御所市役所
＊「架空請求」や「悪質商法」などの消費生活に関する相談に応じます。

情
報
コ
ー
ナ
ー

今月の
休館・休園日

7 月 8月
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

新庄図書館 休 休 休 休 休 休 ※ 休
當麻図書館 ☆ 休 休 休 休 休 休 ※ 休
新庄文化会館 休 休 休 休 休 休 休
當麻文化会館 休 休 休 休 休 休 休
歴史博物館 休 休 休 休 休 休 休
相撲館 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休
當麻スポーツセンター 休 休 休 休 休 休 休
コミュニティセンター 休 休 休 休 休 休 休
中央公民館 休 休 休 休 休 休 休
ふるさと公園 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休
葛城山麓公園 休 休 休 休 休 休 休 休
いきいきセンター 休 休 休 休 休 休
ゆうあいステーション 休 休 休 休 休

☆ : 空調工事により休館します。　※：職員は出勤していますが、通常業務は行いません。
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thank you for reading... 

の
夏
は
「
節
電
」、

「
省
エ
ネ
」
が
大
き

な
テ
ー
マ
と
な
り
そ
う
で

す
。
我
が
職
場
で
も
二
台

あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
の
う
ち

一
台
を
停
止
、
昼
休
み
中

の
消
灯
、
緑
の
カ
ー
テ
ン

の
設
置
な
ど
最
大
限
の
節

電
に
努
め
て
い
ま
す
。
▼

写
真
の
腕
を
磨
く
た
め
、

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
本
格

的
に
勉
強
し
よ
う
と
決

意
。
奥
が
深
い
で
す
。
よ

日
は
広
報
基
礎
講
座

で
京
都
へ
。
熱
き
思

い
を
持
っ
た
全
国
の
自
治

体
広
報
担
当
者
に
出
会
い
、

一
層
頑
張
ら
ね
ば
と
思
い

ま
し
た
。
▼
帰
宅
後
、
夕

食
を
食
べ
て
か
ら
次
の
日

の
た
め
の
お
弁
当
を
作
る

こ
と
が
い
つ
し
か
楽
し
み

に
。
時
節
柄
、
食
中
毒
に

気
を
付
け
つ
つ
も
、
無
理

せ
ず
続
け
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
　
　  

は

こ 人の動き　6 月 1日現在（前月比）
人 口 36,412 人 （＋ 1人）
男 17,531 人 （＋ 1人）
女 18,881 人 （± 0人）

世帯数 13,158 戸 （＋ 6戸）

先

中
学
校
の
体
育
館
で
は
、
避
難
所

の
本
部
と
し
て
気
仙
沼
市
の
職
員

１
名
と
東
京
都
江
戸
川
区
の
支
援

職
員
４
名
が
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
日
本
ホ
ス
ピ
ス
研
究
会
の
看

護
師
を
中
心
に
臨
床
心
理
士
、
栄

養
士
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
24
時
間

体
制
で
支
援
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

  

避
難
所
の
体
育
館
で
は

　
避
難
所
は
、
被
災
か
ら
１
か
月

半
が
経
過
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も

整
い
い
つ
つ
あ
り
、
三
度
の
食
事

は
、
自
衛

隊
が
調
理

し
た
も
の

が
配
達
さ

れ
、
シ
ャ

ワ
ー
も
設

置
さ
れ
毎

日
交
替
で
浴
び
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ト
イ
レ
を
我
慢
し
て
膀
胱
炎
に

な
っ
た
り
、
集
団
生
活
の
た
め
不

眠
を
訴
え
た
り
、
風
邪
を
ひ
い
て

い
る
人
は
い
ま
す
が
、
毎
日
医
師

団
の
巡
回
診
療
が
あ
り
応
急
処
置

は
で
き
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
同

じ
被
災
地
域
の
顔
見
知
り
の
人
た

ち
が
多
く
、
自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
は
自
分
た
ち
で
行
う
と
い
う

動
き
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
に
は
、
避
難
所
に
来
る
の
を

拒
ん
で
食
事
も
充
分
摂
れ
ず
不
自

由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方

が
い
ま
す
。
気
仙
沼
市
で
は
、
避

難
所
以
外
で
の
生
活
実
態
が
あ
ま

り
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
地

域
の
民
生
委
員
さ
ん
の
見
守
り
か

ら
情
報
提
供
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
被
災
地
の
保
健
師
が
、
訪
問

活
動
を
行
う
余
裕
は
な
く
人
的
支

援
の
必
要
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

  

子
ど
も
た
ち
は

　
子
ど
も
た
ち
に
も
変
化
が
見
ら

れ
、
今
ま
で
避
難
所
で
明
る
く
振

舞
っ
て
い
た
の
に
、
異
常
に
乱
暴

に
な
っ
た
り
甘
え
た
り
泣
い
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

親
の
精
神
状
態
の
不
安
定
さ
が
子

ど
も
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

一
面
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。ま
た
、

そ
れ
を
見
守
る
先
生
に
も
対
応
に

戸
惑
い
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
の
細
や
か
な
心
の
ケ
ア
の
必
要

性
が
伺
え
ま
し
た
。

  

長
期
的
な
支
援
を

　
順
次
仮
設
住
宅
に
入
居
し
避
難

所
で
暮
ら
す
人
は
減
っ
て
い
く
と

思
わ
れ
ま
す
が
、「
体
育
館
で
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
な
い
不

自
由
な
生
活
だ
が
、
仮
設
（
住

宅
）
に
入
居
す
る
と
隣
の
人
の
声

か
け
や
見
守
り
し
て
も
ら
っ
て
い

た
隣
近
所
の
人
と
の
つ
な
が
り
が

な
く
な
る
。
寂
し
く
な
る
。
阪
神

大
震
災
で
も
仮
設
に
入
居
し
て
か

ら
孤
独
死
が
増
え
た
と
聞
く
」
等

の
、
不
安
の
声
も
多
数
あ
り
ま
し

た
。
体
育
館
で
の
厳
し
い
環
境
の

中
で
の
生
活
に
お
い
て
も
、
一
定

の
ル
ー
ル
を
決
め
自
然
に
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
つ
つ

あ
る
の
を
見
る
と
、「
地
域
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
」「
人
間
は
つ

な
が
っ
て
生
き
て
い
る
」「
孤
独

で
は
、
生
き
て
い
け
な
い
」
こ
と

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
気

仙
沼
市
職
員
の
方
々
の
休
み
無
し

に
が
ん
ば
っ
て
お
ら
れ
る
姿
に
、

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
と
無

力
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
復
興

に
は
長
期
に
わ
た
る
今
以
上
の
支

援
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
肌
で
感

じ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
今
後
の
仕
事
に
活

か
す
と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
日

も
早
い
復
興
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

人
間
は
つ
な
が
っ
て
生
き
て
い
る

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
―
―
―

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
日
々
報
道
さ
れ
る
被
災
地
。
い
ま
、
本
当
に
必
要
な
支
援
と
は
。

保
健
師
と
し
て
、
被
災
地
で
支
援
活
動
を
行
っ
て
き
た
松
山
神
恵
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

  

被
災
地
へ　

　
国
か
ら
奈
良
県
を
通
じ
避
難
所

へ
の
保
健
師
派
遣
依
頼
が
あ
り
、

宮
城
県
気
仙
沼
市
に
４
月
30
日
か

ら
５
月
５
日
ま
で
支
援
に
入
り
ま

し
た
。

　
奈
良
県
の
保
健
師
は
、
健
康
相

談
、
衛
生
管
理
、
医
療
関
係
機
関

お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
等
の
役
割
り
を
担
い
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

　
派
遣
さ
れ
た
気
仙
沼
市
立
面
瀬

保
健
師（
健
康
増
進
課
課
長
補
佐
）

松
山
神
恵
さ
ん

▲避難所の生活で足腰が弱らないよ
うに、午後３時は体操の時間。奈良
県が考案した「ステップアップ体操」
をしていました。


